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戦
国
期
の
土
地
売
買
に
関
す
る
証
文
類
、
い
わ
ゆ

る
売
券
に
は
、
徳
政
文
言
と
称
さ
れ
る
特
約
が
付
記

さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
徳
政
文
言
と
は
、
も
し

徳
政
法
が
発
令
さ
れ
て
も
、
当
該
土
地
に
関
し
て
は

徳
政
法
の
適
用
を
申
請
し
な
い
と
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
事
例
を
一
つ
上
げ
て
み
よ
う
。

永
代
売
渡
申
田
地
之
事
。

合
壱
段
者
(
中
略
)
斗
代
壱
石
五
斗
。

右
件
百
地
者
、
難
為
重
代
相
伝
之
田
地
、
依
有
要

用
、
長
禄
戊
寅
年
、
代
山
仰
木
貫
五
百
文
、
永
代
売
渡
申

泉

戦
国
期
若
狭
の
延
公
事
法

処
実
也
。
於
此
回
地
、
不
可
万
雑
公
事
在
候
。
縦
又

天
下
一
同
永
地
之
雄
徳
政
行
、
売
寄
進
仏
陀
申
上

者
、
相
違
不
可
有
候
。
万
一
於
子
孫
、
背
此
売
券
之

旨
者
出
来
候
一
者
、
珍
公
方
御
前
、
堅
御
罪
過
可
有

候
。
仇
而
為
後
証
、
永
代
売
寄
進
状
如
件
。

長
禄
戊
寅
年
十
一
月
十
三
日

売
主
若
州
存
中
住
人
弥
四
郎
(
花
押
)

右
の
史
料
は
、
長
禄
二
年
二
四
五
八
)
に
弥
四

郎
な
る
人
物
が
、
長
源
寺
に
団
地
一
段
を
「
売
寄
進
」

し
た
も
の
で
、
も
し
天
下
一
同
に
「
永
地
」
つ
ま
り

永
代
売
却
地
に
つ
い
て
の
「
徳
政
」
が
実
施
さ
れ
て

も
、
ニ
の
団
地
は
「
仏
陀
」
に
「
売
寄
進
」
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
所
有
権
の
返
還
を
申
し
出
た
り
は

し
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
徳
政
法

の
適
用
を
除
外
す
る
旨
あ
ら
か
じ
め
特
約
し
た
も
の

を
、
徳
政
文
言
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
の
特
約
が
遵
守
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の

史
料
が
長
源
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
如

実
に
示
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
徳
政
法
の
適
用

を
受
け
た
土
地
の
売
券
は
当
然
に
売
却
者
の
手
元
に

返
還
さ
れ
た
は
ず
で
、
適
用
を
受
け
な
か
っ
た
か
ら

こ
そ
、
そ
の
土
地
の
売
券
が
長
源
寺
に
残
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
史
料
中
に
は
、
土
地
を
「
仏
陀
」
に
「
売
寄

進
」
す
る
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
土
地
所
有
権

が
「
仏
陀
」
に
属
す
る
と
い
う
観
念
は
、
徳
政
法
で

所
有
権
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
方
法
と
し

て
、
当
時
か
な
り
強
く
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
ま
た
土
地
所
有
権
の
移
転
方
法
に
つ
い
て

も
、
一
般
的
に
は
売
買
ま
た
は
寄
進
の
方
法
が
と
ら

れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
売
寄
進
」
と
い
う
、

二
つ
の
方
法
を
統
合
し
た
よ
う
な
表
現
が
見
え
て
い

る
。
こ
れ
は
半
分
売
却
・
半
分
寄
進
(
こ
う
し
た
扱

い
は
例
え
ば
価
格
に
反
映
さ
れ
る
)
の
手
続
き
を
兼

ね
備
え
た
所
有
権
移
転
の
方
法
で
あ
う
て
、
幕
府
は

こ
の
手
続
き
に
対
し
て
は
徳
政
法
の
適
用
を
認
め
な

か
っ
た
の
で
、
後
に
は
意
図
的
に
こ
の
手
続
き
を

取
っ
た
所
有
権
移
転
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
で
あ
封
。

な
お
、

の
例
を
、

こ、つ。

こ
の
時
期
の
売
券
に
見
ら
れ
る
徳
政
文
言

さ
ら
に
い
く
つ
か
ま
と
め
て
紹
介
し
て
お

。 。
角縦子若
之永 細自
子地申然
細之ま天
不徳し下
可政く一
申行候2同
候官候 。の
よ者 徳

政
於 行
此 候
地共
者

全
己一
後言
兎之
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三
四
巻
五
号

74 

O
珍
国
中
如
何
様
之
御
法
之
旨
候
共
、
違
乱
煩
申

間
敷
候
。

い
ず
れ
の
事
例
で
も
、
売
却
者
(
ま
た
は
そ
の
子

孫
)
が
規
定
遵
守
の
第
一
義
的
な
義
務
を
負
っ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
徳
政
法
が
発
布
さ
れ
た
場
合

で
も
、
本
主
権
を
発
動
し
て
当
該
団
地
の
返
還
を
求

め
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一一

と
こ
ろ
で
こ
こ
に
一
つ
、
注
目
す
べ
き
史
料
が
あ

る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
近
世
の
史
料
な
の
で
あ
る

が
、
そ
の
文
面
に
記
さ
れ
た
徳
政
文
言
の
中
に
、
見

慣
れ
な
い
表
現
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

A

定
申
頼
母
子
の
事

は
か
り
わ
七
左
衛
門
殿
は
か
り
也
。

但
シ
親
取
源
次
殿
。

但
百
匁
頼
母
子
、
時
は
や
る
丁
銀
座
敷
懸
也
。
若

此
内
一
人
モ
か
け
申
候
ハ
¥
残
九
人
と
〆
相
そ

た
て
可
申
者
也
。
御
取
被
成
候
衆
わ
、
拾
匁
ッ
、

御
懸
可
有
候
。
請
人
わ
組
之
衆
也
。
若
の
へ
・
と

く
せ
い
・
国
の
さ
わ
き
有
之
共
、
此
頼
母
子
無
相

違
、
相
そ
た
て
可
申
候
。
此
上
ヲ
背
り
く
つ
申
者

候
ハ
¥
如
何
様
に
も
御
き
う
め
い
可
被
成
候
。

其
時
一
言
之
子
細
申
関
布
候
。
の
市
為
後
日
之
状

如
件
。

(
×
同
)

一
万
和
元
年
十
月
十
五
日
五
月
同
日

宗

兵

衛

殿

弥

介

殿

(

花

押

)

権
右
衛
門
殿
幸
阿
ミ
大
夫
殿
(
略
押
)

次
郎
五
郎
大
夫
殿
(
花
押
)
孫
四
郎
殿
(
略
押
)

源
次
殿
(
花
押
)
宗
右
衛
門
殿
(
印
)

又

蔵

殿

七

左

衛

門

殿

(

花

押

)

右
の
史
料
A
は
、
宗
兵
衛
以
下
一

O
名
の
者
が
頼

母
子
の
組
衆
と
な
り
、
そ
の
う
ち
源
次
が
親
と
な
っ

て
毎
年
一

O
匁
ず
つ
を
懸
け
、
集
ま
っ
た
合
計
一

O

O
匁
を
一

O
年
に
わ
た
っ
て
組
衆
が
順
次
受
け
取
る

よ
う
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る
頼
母
子
の
組
織
規
定
で
あ

る
。
こ
の
史
料
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
も
し
将
来

に
お
い
て
「
の
へ
・
と
く
せ
い
・
国
の
さ
わ
き
」
が

起
き
て
も
、
こ
の
頼
母
子
の
契
約
に
つ
い
て
は
破
棄

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
維
持
し
て
い
こ
う
と

誓
約
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

こ
こ
に
見
え
る
特
約
は
、
前
節
で
触
れ
た
徳
政
文

言
と
ほ
ぽ
同
じ
性
格
の
規
定
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ

ち
、
「
と
く
せ
い
」
の
よ
う
な
契
約
関
係
を
破
棄
さ
せ

る
法
令
が
発
布
さ
れ
て
も
、
ま
た
「
国
の
さ
わ
き
」

と
い
っ
た
非
常
事
態
が
出
来
し
て
も
、
あ
く
ま
で
頼

母
子
の
契
約
関
係
は
維
持
存
続
さ
せ
る
と
述
べ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
契
約
の
当
事
者
(
も
し
く
は
そ
の

子
孫
)
が
ま
ず
第
一
に
遵
守
義
務
を
負
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
「
と
く
せ
い
」
が
徳
政
法
を
指
す
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
「
国
の
さ
わ
き
」
と
は
戦
乱
や
領
地
替

え
な
ど
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
若
狭
の
近
世

売
券
で
は
、
「
若
シ
御
国
替
・
徳
政
、
其
外
如
何
様
義

御
座
候
共
」
、
'
あ
る
い
は
「
徳
政
・
御
国
替
・
御
代
官

替
り
、
如
何
様
之
義
出
来
仕
候
共
」
な
ど
と
記
さ
れ

て
い
て
、
国
替
・
徳
政
・
代
官
交
替
な
ど
い
か
な
る

事
態
が
発
生
し
よ
う
と
も
、
一
言
の
異
議
も
申
き
な

い
と
述
べ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
大
名
の

国
替
え
や
幕
府
直
轄
領
の
代
官
交
替
に
際
し
て
、
士

地
所
有
権
に
変
動
が
加
、
え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
か
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
中
世
と
同
様
に
、
徳
政

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
史
料
A
に
見
え
た
特
約
の
最
初

の
項
目
「
の
へ
」
と
は
、
一
体
い
か
な
る
事
態
ま
た

は
法
令
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
で
検
討
し

よ
う
と
す
る
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
の
へ
」
と
同
じ
も
の
を
指
す

と
考
え
ら
れ
る
表
現
が
、
次
の
戦
国
期
の
史
料
二
点
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に
も
見
え
て
い
る
。

B
西
福
寺
常
住
借
付
米
銭
・
興
行
之
頼
子
、
井
国
貝
得

之
回
畠
山
林
等
之
事
、
寺
家
修
理
之
為
調
法
借
付

之
問
、
縦
錐
国
中
徳
政
・
延
公
事
以
下
之
法
申
付

候
、
不
依
高
利
小
利
、
不
混
自
余
令
免
許
上
者
、

末
代
不
可
有
棄
破
。
以
此
旨
専
修
造
、
可
致
穀
行

之
状
如
件
。

天
文
五
年
九
月
廿
日

西
福
寺
《
日

上
人

(
武
田
一
高
光
)

(
花
押
)

(
武
田
義
統
)

C

(

花
押
)

金
屋
職
商
売
銭
之
事
、
従
先
規
延
公
事
・
徳
政
之

法
仁
、
無
棄
破
筋
目
被
成
御
分
別
畢
。
次
自
他
国

鋳
物
種
々
申
紛
召
寄
儀
、
是
茂
従
先
々
塁
停
止
之

旨
、
乍
両
条
御
代
々
御
判
奉
書
等
数
通
明
鏡
也
。

然
上
者
、
権
門
勢
家
其
外
、
不
依
子
細
、
自
他
国

之
鋳
物
一
切
国
中
江
不
可
入
之
者
、
往
古
之
法
度

井
先
御
判
等
之
旨
、
柳
不
可
有
相
違
之
由
、
被
仰

下
状
如
件
。

永
禄
七
年
三
月
朔
日

右
京
進
(
花
腕
)

75 

前
者
B
は
、
武
田
一
万
光
が
天
文
五
年
二
五
三
六
)

に
発
し
た
安
堵
状
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
西
福

泉

戦
国
期
若
狭
の
延
公
事
法

寺
常
住
の
貸
し
付
け
て
い
る
米
銭
、
「
頼
子
」

1
頼
母

子
で
運
用
さ
れ
て
い
る
銭
、
な
ら
び
に
買
得
さ
れ
た

田
畠
山
林
に
つ
い
て
は
、
寺
家
の
修
理
資
金
を
捻
出

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
だ
と
え
一
国
全
体

に
わ
た
る
「
徳
政
・
延
公
事
以
下
之
法
」
が
命
ぜ
ら

れ
で
も
、
利
率
の
高
低
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
も
の

と
区
別
し
て
免
許
す
る
の
で
、
末
代
ま
で
棄
破
あ
る

べ
か
ら
ず
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

次
い
で
後
者
C
は
、
永
禄
七
年
(
一
五
六
四
)
に

右
京
進
な
る
人
物
が
武
田
義
統
の
意
を
奉
じ
て
発
し

た
奉
書
で
、
袖
に
は
義
統
が
花
押
を
据
え
て
い
る
。

宛
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
金
屋
中
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
安
堵
状
に
よ
る
と
、
金
屋

職
に
伴
う
商
売
銭
に
つ
い
て
は
、
先
規
よ
り
「
延
公

事
・
徳
政
之
法
」
が
発
布
さ
れ
て
も
棄
破
き
れ
な
い

と
の
筋
目
に
関
し
て
、
武
田
義
統
の
御
分
別
が
得
ら

れ
た
。
ま
た
他
国
か
ら
鋳
物
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
先
々
よ
り
停
止
と
な
っ
て
お
り
、
代
々
の

御
判
・
奉
書
も
数
通
所
持
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
う

え
は
、
他
国
の
鋳
物
を
若
狭
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と

は
従
来
通
り
一
切
禁
止
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

右
の
二
点
の
史
料
B
-
C
に
よ
っ
て
、
戦
国
期
の

若
狭
で
は
、
徳
政
法
と
延
公
事
法
と
称
さ
れ
る
二
種

類
の
法
令
の
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
、
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
頼
母
子
運
営
が
不
調
と

な
っ
た
り
、
商
売
銭
回
収
に
支
障
が
生
じ
た
り
し
た

こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
前
掲
史
料
A
に
見

え
た
「
の
へ
」
と
い
う
表
記
と
対
比
さ
せ
れ
ば
、
「
の

へ
」
と
「
延
公
事
」
法
と
が
同
じ
法
令
を
指
し
て
い

る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

「
の
へ
」
と
は
延
公
事
法
を
省
略
し
た
表
現
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
逆
に
延
公
事
法
は
「
ノ
ベ
ク
ジ
」
と

訓
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一一
一

そ
こ
で
次
に
本
節
で
は
、
こ
の
延
公
事
法
と
い
う

法
令
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
え

る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
ま
ず
、
並
記
さ

れ
て
い
た
徳
政
法
が
ど
の
よ
う
な
法
令
な
の
か
を
確

認
し
て
お
き
た
い
。
徳
政
法
と
は
、
そ
の
内
容
を
一

言
で
表
現
す
れ
ば
、
債
務
を
破
棄
し
て
債
務
者
の
負

担
を
免
除
す
る
法
令
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
国

期
の
発
達
し
た
貨
幣
経
済
の
中
で
は
、
多
く
の
武
士

も
庶
民
も
借
銭
・
借
米
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
債
務
を
、
天
災
地
変
や
将
軍
・

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

一
四
巻
五
号

76 

大
名
の
代
替
わ
り
な
ど
を
契
機
に
し
て
破
棄
し
て
し

ま
う
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
法
令
、
そ
れ
が
徳
政
法
で

あ
っ
た
。
債
権
者
に
と
っ
て
は
重
大
な
損
失
を
被
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
時
の
一
般
的
な
土
地
所
有
観

念
、
す
な
わ
ち
土
地
は
本
来
の
所
有
者
に
属
し
て
こ

そ
生
き
た
状
態
で
あ
っ
て
、
売
買
や
担
保
と
し
て
他

人
の
手
に
渡
っ
た
ま
ま
で
は
死
ん
だ
状
態
で
あ
る
、

と
い
う
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
経
済
関
係
に

重
大
な
変
更
を
加
え
る
法
令
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の

者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ

ω。

こ
の
よ
う
に
徳
政
法
と
は
、
経
済
関
係
に
重
大
な

変
更
を
加
え
る
法
令
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
並

記
さ
れ
る
延
公
事
法
も
同
様
に
、
経
済
関
係
の
変
更

を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。

そ
こ
で
ま
ず
「
延
公
事
」
と
い
う
用
語
の
語
義
か

ら
考
え
る
と
、
こ
の
語
句
は
、
「
公
事
」
を
延
期
す

る
、
延
引
さ
せ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
「
公
事
」
に
つ
い
て
『
日
本
国
語
大
辞

典
』
を
引
い
て
み
る
と
、
①
公
務
、
朝
廷
の
儀
式
、

②
荘
園
制
の
も
と
で
賦
課
さ
れ
た
、
年
貢
以
外
の
雑

税
・
夫
役
の
総
称
、
③
訴
訟
及
ぴ
そ
の
審
理
、
裁
判
、

の
三
つ
の
意
味
が
記
さ
れ
て
い
る
。
①
の
意
味
と
解

す
る
の
は
こ
こ
で
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
か
ら
、
選
ぶ

べ
き
は
、
②
の
税
と
し
て
の
公
事
の
意
味
と
、
③
の

裁
判
を
意
味
す
る
公
事
の
い
ず
れ
か
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
加
え
て
、
先
程
の
前
提
、

す
な
わ
ち
延
公
事
法
と
は
経
済
関
係
の
変
更
を
命
じ

た
も
の
だ
ろ
う
と
い
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
延
公
事

法
と
は
、
税
の
納
入
延
期
を
認
め
る
法
令
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

そ
こ
で
も
う
一
度
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
を
聞
い

て
、
今
度
は
「
延
」
を
用
い
た
語
句
を
順
に
眺
め
て

い
こ
う
。
す
る
と
延
公
事
法
の
解
釈
に
参
考
に
な
り

そ
う
な
も
の
と
し
て
、
次
の
語
句
が
自
に
つ
く
。

の
べ
う
り
(
延
士

gi---①
即
座
に
決
済
し
な
い

で
、
延
勘
定
で
商
品
を
売
る
こ
と
。
②
江
戸
時

代
、
そ
の
年
に
納
め
る
は
ず
の
年
貢
を
規
定
に

基
づ
い
て
、
翌
年
の
秋
に
、
金
銭
で
納
め
た
こ

と
。
こ
の
用
例
と
し
て
『
御
触
書
寛
保
集
成
』

二
三
か
ら
、
正
徳
三
年
四
月
の
法
令
「
御
年
貢
之

事
(
中
略
)
国
法
に
よ
り
て
延
売
と
申
、
当
年

上
納
す
べ
き
所
を
、
来
年
の
秋
に
至
て
金
納
に

仕
候
類
も
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
語
句
に
よ
っ
て
、
「
延
」
と
い
う
語
が
、
経
済

用
語
と
し
て
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
こ
こ

で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
②
の
解
釈
、
す
な

わ
ち
、
上
納
す
べ
き
当
年
の
年
貢
を
翌
年
の
秋
に
金

納
す
る
こ
と
を
指
し
て
「
延
売
」
と
称
し
た
と
い
う

指
摘
で
あ
る
。
先
に
、
延
公
事
法
と
は
、
税
の
納
入

延
期
を
認
め
る
法
令
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
「
延
売
」
の
②
の
意
味
は
、

こ
の
延
公
事
法
に
関
す
る
推
測
と
全
く
一
致
し
て
い

る
で
は
な
い
か
。
「
延
売
」
に
「
売
」
の
文
字
が
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
、
翌
年
に
収
穫
物
を
「
売
」
っ
て
年

貢
相
当
額
を
金
納
す
べ
く
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
の

表
現
で
あ
ろ
う
。
も
し
物
納
で
よ
い
と
し
た
な
ら
ば
、

延
納
(
ノ
ベ
オ
サ
メ
)
な
ど
と
表
現
さ
れ
た
か
も
知

れ
ず
、
あ
る
い
は
も
し
か
す
る
と
「
延
公
事
」
と
表

現
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
ま
た
逆

に
言
う
な
ら
ば
、
「
延
売
」
と
は
、
延
公
事
法
の
近
世

的
な
表
現
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も

な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
延
公
事
法
と
い
う

の
は
、
近
世
の
「
延
売
」
と
い
う
税
納
入
の
方
法
と

す
こ
ぶ
る
よ
く
似
た
内
容
の
法
令
で
、
税
と
し
て
の

「
公
事
」
の
納
入
延
期
を
認
め
る
こ
と
、
と
い
う
意
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味
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
公
事
の
意
味
は
も
う
少
し
幅
広
く
捉
え
て
、

納
入
の
義
務
付
け
ら
れ
た
負
担
、
と
い
っ
た
程
度
に

考
え
て
お
く
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

を
根
拠
に
し
て
、
懸
銭
の
拠
出
を
渋
る
と
い
う
事
態

を
引
き
起
こ
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
り
わ
け
、

早
い
時
期
に
配
当
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
者
が
、

頼
母
子
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
史
料
A
が
そ
の
実
そ
の
後
の
懸
銭
を
出
し
渋
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

態
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
組
衆
と
し
て
像
す
る
に
難
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
組
衆
の
一

四

宗

兵

衛

以

下

一

O
人
の
者
が
集
ま
り
、
源
次
を
親
、
部
が
懸
銭
を
出
し
渋
る
こ
と
で
、
も
し
頼
母
子
解
散

と
こ
ろ
で
、
延
公
事
法
の
性
格
を
い
ま
少
し
詳
細
七
左
衛
門
を
秤
量
担
当
と
定
め
、
毎
年
一

O
匁
ず
っ
と
い
う
よ
う
な
事
態
に
立
ち
至
れ
ば
、
配
当
を
受
け

に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
前
掲
の
史
料

A
-
B
を
を
懸
銭
と
し
て
拠
出
し
、
集
ま
っ
た
一

O
O匁
を
抽
取
れ
な
か
っ
た
者
は
重
大
な
損
失
を
被
る
こ
と
に
な

改
め
て
眺
め
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
史
料
A
・
選
に
よ
っ
て
順
次
に
組
衆
に
配
当
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
か
か
る
事
態
の
発
生
は
、
決
し
て
な

B
は
、
と
も
に
頼
母
子
の
運
営
に
関
す
る
史
料
で
る
。
こ
の
場
合
、
例
え
ば
第
一
年
目
の
当
選
者
が
宗
い
と
は
言
い
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
史
料
A
に

あ
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
史
料
A
で
は
、
兵
衛
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
宗
兵
衛
は
そ
の
第
「
り
く
つ
申
者
候
ハ
¥
如
何
様
に
も
御
き
う
め
い

頼
母
子
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
、
延
公
事
法
や
徳
一
年
目
に
一

O
O匁
を
手
に
し
て
後
は
、
残
り
の
九
可
被
成
候
」
と
見
え
る
の
は
、
こ
う
し
た
懸
銭
の
拠

政
法
が
発
せ
ら
れ
、
あ
る
い
は
「
国
の
さ
わ
き
」
が
人
全
員
に
配
当
が
行
き
わ
た
る
ま
で
の
九
年
間
、
毎
出
を
難
渋
す
る
か
も
し
れ
な
い
者
に
対
し
て
の
規
定

起
き
て
も
、
組
衆
と
し
て
こ
の
頼
母
子
を
「
相
そ
た
年
一

O
匁
ず
つ
拠
出
す
る
だ
け
と
な
る
。
逆
に
宗
兵
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
表
現
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

て
可
申
候
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
史
料
B
で
衛
が
第
一

O
年
自
の
当
選
者
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
ぅ
。
ま
た
「
無
相
違
、
相
そ
た
て
可
申
候
」
と
い
う

は
、
「
借
付
米
銭
・
興
行
之
頼
子
」
、
お
よ
び
そ
の
結
彼
は
九
年
間
に
わ
た
り
毎
年
一

O
匁
ず
つ
を
懸
け
て
表
記
は
、
こ
う
し
た
危
険
を
承
知
で
、
あ
え
て
頼
母

果
買
得
さ
れ
た
回
畠
山
林
に
つ
い
て
は
、
徳
政
法
・
い
き
、
一

O
年
目
に
し
て
よ
う
や
く
配
当
を
受
け
取
子
を
組
織
し
た
者
達
の
覚
悟
を
示
し
た
部
分
と
言
え

延

公

事

法

の

適

用

を

認

め

な

い

、

と

武

田

元

光

が

安

れ

る

の

で

あ

る

。

る

か

も

し

れ

な

い

。

堵
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
延
公
事
法
こ
う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
頼
母
子
に
次
に
、
史
料

B
に
見
え
る
頼
母
子
に
つ
い
て
は
ど

が
登
場
す
る
の
は
、
単
な
る
徳
政
文
言
中
で
は
な
対
し
て
、
そ
れ
で
は
延
公
事
法
は
ど
う
作
用
し
た
で
う
で
あ
ろ
う
か
。

B
の
場
合
、
西
福
寺
が
頼
母
子
を

か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
あ
ろ
う
か
。
延
公
事
法
が
、
前
節
で
推
測
し
た
ご
と
興
行
す
る
の
は
寺
家
修
理
の
費
用
捻
出
の
た
め
で
、

通
常
の
徳
政
文
言
の
う
ち
に
は
、
延
公
事
法
の
姿
は
く
に
負
担
の
納
入
延
期
を
認
め
る
と
い
う
内
容
で
し
か
も
そ
の
結
果
、
田
畠
山
林
を
買
得
す
る
こ
と
も

全
く
見
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
延
公
事
法
の
性
格
あ
っ
た
な
ら
ば
、
組
衆
の
う
ち
の
何
人
か
は
こ
の
法
あ
る
と
見
え
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
同
じ
頼
母
子
と

を
検
証
す
る
手
掛
か
り
は
、
頼
母
子
の
運
営
の
あ
り

か
た
を
考
、
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

、
「
ノ
。

77 
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称
し
な
が
ら
、
史
料
A
の
頼
母
子
と
は
や
や
相
違
す
な
ら
ば
、
そ
の
代
金
を
受
け
取
る
の
は
さ
ら
に
一
年

る
と
こ
ろ
で
、
親
と
な
る
西
福
寺
に
は
何
ら
か
の
形
ほ
ど
後
の
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
、
商
売
の
継
続
に

で
利
息
も
し
く
は
運
営
手
数
料
が
入
る
約
定
に
な
っ
は
重
大
な
支
障
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
金

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
頼
母
子
の
他
の
事
例
で
は
、
屋
中
は
武
田
義
統
に
安
堵
状
の
発
給
を
要
請
し
、
鋳

配
当
を
受
け
取
る
に
当
た
り
親
宛
て
に
担
保
を
提
供
物
な
ど
金
屋
中
の
商
品
の
売
掛
金
に
対
し
て
は
、
延

す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
頼
母
子
は
場
合
に
公
事
法
・
徳
政
法
の
適
用
を
認
め
な
い
と
の
保
証
C

よ
っ
て
は
質
物
・
借
銭
と
異
な
ら
な
い
も
の
だ
っ
た
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

の
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
ま
た
、
懸
銭
が
重
荷
と
以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
延
公
事
法
の
内

な
っ
て
途
中
で
組
衆
を
抜
け
る
者
が
い
た
の
か
も
し
容
を
、
負
担
の
納
入
延
期
を
認
め
る
法
と
考
え
た
場

れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
頼
母
子
で
も
、
、
合
、
史
料
A
・
B
-
C
の
語
る
と
こ
ろ
と
食
い
違
い

や
は
り
延
公
事
法
が
適
用
さ
れ
れ
ば
懸
銭
は
集
ま
ら
が
起
き
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
親
の
西
福
寺
に
と
っ
検
証
の
方
法
と
し
て
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い

て
は
好
ま
し
い
事
態
で
は
な
い
。
西
福
寺
に
と
っ
て
、
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
り
延
公
事
法
の
内
容

大
名
武
田
氏
か
ら
延
公
事
法
適
用
の
除
外
を
認
め
ら
が
一
応
一
不
さ
れ
た
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。

れ
る
こ
と
は
、
経
済
力
維
持
の
重
要
な
方
策
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
史
料
C
の
商
売
銭
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
商
売
銭
と
は
、
今
に
言
う
売
掛
金
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
売
り
掛
け
と
は
、
売
買
の
成
立
と

同
時
に
代
金
を
取
得
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
商
品

を
渡
し
て
後
か
な
り
の
日
数
が
経
過
し
て
か
ら
代
金

を
受
け
取
る
取
引
法
を
一
言
う
。
だ
か
ら
、
代
金
を
受

け
取
っ
て
い
な
い
時
点
で
延
公
事
法
が
発
布
さ
れ
た

五

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
に
で
き
た
点
を
、
最

後
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

戦
周
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
の
若
狭
で
は
、

徳
政
法
と
な
ら
ん
で
、
延
公
事
(
ノ
ベ
ク
ジ
)
法
と

称
さ
れ
る
法
令
の
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

の
延
公
事
法
は
、
本
来
は
税
と
し
て
の
公
事
の
納
入

延
期
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
大
名
武

田
氏
の
撫
民
政
策
の
一
環
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
る
に
こ
の
法
令
は
、
や
が
て

そ
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
は
少
々
逸
脱
し
て
、
税
と
し

て
の
公
事
の
み
な
ら
ず
、
負
担
を
義
務
付
け
ら
れ
た

も
の
全
般
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
の
一
例
が
頼
母
子
の
懸

銭
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
商
人
の
売
掛
金
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
頼
母
子
を
組
織
す
る
組
衆
の
聞
で

-
は
、
懸
銭
の
納
入
を
渋
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
延

公
事
法
の
適
用
を
認
め
な
い
旨
の
誓
約
を
互
い
に
取

り
交
す
必
要
が
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
大
名
武
田

氏
か
ら
頼
母
子
に
延
公
事
法
を
適
用
し
な
い
旨
の
安

堵
状
を
取
得
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま

た
、
商
売
を
行
っ
て
い
る
商
人
に
と
っ
て
は
、
売
掛

金
の
回
収
が
滞
る
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
、
商
売
銭
に

延
公
事
法
を
適
用
し
な
い
と
い
う
安
堵
状
を
、
大
名

武
田
氏
か
ら
獲
得
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
ふ
め
る
。

な
お
、
こ
の
税
の
納
入
延
期
を
認
め
る
法
令
は
、

近
世
に
な
っ
て
も
稀
に
発
布
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

よ
う
で
、
近
世
史
料
で
は
「
延
売
」
と
称
さ
れ
て
い

る
。
戦
国
期
の
若
狭
に
見
ら
れ
た
延
公
事
法
の
、
近

世
的
な
姿
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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